
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

子ども・若者を取り巻く環境は、近年急激に変化し、インターネットを介した有害情報の氾濫、雇用情勢の急激な悪化や若年無業者、ひきこも

りの若者の増加など、子ども・若者に関する問題が深刻化してきている。

長野県の全ての子ども・若者が健やかに育つことができ、また、支援を必要とする子ども・若者を支えることができることを目指す。

－ －特別行政事務嘱託員（次世代育成推進幹）の設置

20

50 63 達成

達成18 18 34

31 20

75

20

46

12,728 34,458

27年度27年度27年度27年度 28年度

Ｈ27

目指す姿

現状

（予算編成

時）
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施策の総合的展開

7－2　子育て先進県の実現

県が関与

する理由

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

地方青少年問題協議会法、長野県青少年問題協議会条例、子ども・若者育成支援推進法、長野県

次世代サポートプラン

521 940

通学合宿リーダー養成　　(H26：13名、H27：10名) 1,400 1,400 0

○支援実施者数　・子ども・若者支援地域協議会21人・訪問相談18人・出口戦略を持った居場所の提供20人

　　　　　　　　　　　　（前年度目標の１．５倍程度を目標として設定）

　　　　　　　 　　　　・宿泊を伴う研修10人（前年度実績見込みを参考に目標設定）

○参加者数　　　　・人材養成講習会25人（前年実績程度として目標設定）

（単位：千円）　

H27 H28

（当初） （決算） （当初）

通学合宿リーダー養成事業 委託

成果目標・

事業内容

項目 実施方法

2,500 2,500 7,944

2,637

727

940

4,520 3,910 3,902

－ － 12,000

02,641

特別行政事務嘱託員（次世代育成推進幹） 直接

383 168

9,504

44 達成

41

成果目標の達成状況

項目

子ども・若者支援地域協議会

（支援実施者数）

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

11,448

34,458合計 12,728 11,351

H27事業実績

子ども・若者相談の実施 直接 子ども・若者相談員の設置

子ども・若者支援地域協議会の運営

直接 人材養成講習会の実施

青少年問題協議会の開催（１回）

困難を有する子ども・若者の社会的自立支援事業

補助

「訪問相談」・「出口戦略を持った居場所の提供」・「宿泊を伴う

研修」の実施支援団体への補助

（補助対象事業　Ｈ26：5件、Ｈ27：6件）

補助 専門的な自立支援の場に補助

委託

青少年問題協議会の開催 直接

東信子ども・若者サポートネットの運営

（全体調整会議１回、個別検討会議随時）
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Aの
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11,448

-

概　算

人件費

3.00 4.00 4.00 4.00

24,774

4 10 0 未達成

8,511 9,433 11,351
宿泊を伴う研修（支援実施者

数）

人材養成講習会（修了証授与

数）

当初予算 9,666

補正予算

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

・目標未達成となった「宿泊を伴う研修」については、需要がないことから平成28年度は事業を廃止した。また、人材養成講習会については3

年間同じ形式で行っており参加者が減少したことから、講習会と支援者の交流会をセットとした形で平成28年度計画しており、参加者増を見

込んでいる。

・引き続き、平成29年度までの次世代サポートプランに基づき、長野県内の全ての子ども・若者が健やかに育ち、支援を必要とする子ども・若

者を支えるための施策を推進していく。

目標に対

する成果

の状況

・「宿泊を伴う研修」については、当該事業を申請する者がいなかったこと、また人材養成講習会については、受講者の都合等により、3回の

講習会全てを受講した者（修了証を授与する者）が少なかったことから、目標未達成となった。

※子ども・若者支援地域協議会の支援実施者数については、当初目標を21人としていたが、平成26年度実績が良好であったため、目標を上

方修正し、50人とした。

 概算事業費（B（A）+C） 33,285 44,480 44,455 67,562

18 25 7 未達成 30

33,032

12,728

H28

目標

H26末

（実績）
目標 成果 達成状況

9,666 11,437 12,717 34,417

34,4589,666

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

0 11 11

合計（A)

33,104 33,104


